
異
業
種
の
参
加
者
に
よ
る
採
材
検
討
会

共同施業団地の関係者による現地検討の様子

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
循
環
型
木
材
資
源
の

安
定
的
な
供
給
・
利
用
に
向
け
た
取
組

～
民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
地
域
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献
～

地
域
と
一
体
で
進
め
る

「
五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」

　

平
成
21
年
、
当
署
と
林
業
事
業
体
等
の
４
者

で
締
結
さ
れ
た
「
五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協

定
」
は
、
周
辺
の
森
林
所
有
者
や
関
係
市
町
村

長
の
協
力
を
得
て
、
現
在
で
は
協
定
者
は
７
者
、

協
定
対
象
森
林
は
八
代
市
、
五
木
村
、
相
良
村
、

山
江
村
の
１
市
３
村
に
お
け
る
約
６
千
３
百
ヘ

九
州
森
林
管
理
局　

熊
本
南
部
森
林
管
理
署

所 在 地 熊本県人吉市西間上町 2607-1
区 域 面 積  268,114ha
う ち 森 林 面 積  208,555ha
国 有 林  37,062ha （国有林率 17.8％）
管轄区域の関係市町村 ３市７町５村  八代市、人吉市、水俣市ほか

署の基礎
データ

　熊本南部森林管理署は、九州中央山地の主
峰国見岳や市房山、宮崎県境に位置する白髪
岳等を有する球磨川流域を森林計画区とし、
３市７町５村に広がる国有林約３万７千ヘク
タールを管理しています。
　この人吉・球磨地方は、色つやの良いヒノ
キ・スギを産出する古くからの林業地です。
　このため、当署は、国有林の有する公益的
機能の発揮はもとより、この地域の林業・木
材産業の課題解決に向けて、民有林関係者と
連携し、施業集約化や林況に応じた作業シス
テムによる生産性・効率性の向上、再造林・
育林経費の低減等に取り組み、地域林業の成
長産業化に貢献することを目指しています。 熊本南部署の管轄区域

民有林関係者とともに
目指す地域林業の
成長産業化

種子島

屋久島

熊本南部署

熊本県
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取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の



ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
、
路
網
の
連
結
や
共
同
利

用
、
シ
ス
テ
ム
販
売
の
共
同
実
施
な
ど
、
各
種

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
産
業
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
画
す
る
な
ど
、
関
係
者
の
協
力

も
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
森

林
共
同
施
業
団
地
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
広

く
関
係
者
等
が
参
加
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
森
林
整
備
を
進
め
、
協
定
者
等

の
持
続
的
な
取
組
と
周
辺
地
域
へ
の
波
及
に
よ

り
、
五
木
地
域
に
お
け
る
森
林
の
多
面
的
機
能

の
持
続
的
な
発
揮
と
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を

同
時
に
実
現
す
る
た
め
の
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
と
り
ま
と

め
た
全
体
構
想
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、

森
林
情
報
の
共
有
・
活
用
の
推
進
、
路
網
整
備

の
戦
略
的
展
開
、
コ
ス
ト
低
減
な
ど
課
題
ご
と

の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
有
機
的
・
総
合

的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
低
減
へ
の
取
組

　

木
材
資
源
を
循
環
利
用
す
る
上
で
重
要
な
伐

採
後
の
造
林
に
関
し
て
は
、
植
栽
時
期
を
選
ば

な
い
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
や
、
木
材
生
産
と
植

付
け
を
連
続
的
に
行
う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を

実
施
し
、
地
拵
え
作
業
の
省
力
化
や
下
刈
り
回

数
の
低
減
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
過
剰
生
息
地
域
で
は
、

避難所で木製パーティションを設置する様子 合志市役所で罹災証明の発行事務にあたる職員

五木地域の林業の成長産業化に向けた検討委員会

　
九
州
森
林
管
理
局
及
び
関
係
森
林
管
理
署

で
は
、被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
「
林
野
」５
月
号
16
ペ
ー
ジ
）

熊
本
地
震
へ
の
対
応

被
害
対
策
の
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
シ
カ
ネ
ッ

ト
の
設
置
方
法
や
食
害
防
止
手
法
を
検
証
し
、

そ
の
結
果
等
に
つ
い
て
地
元
事
業
体
、
市
町
村

等
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
苗
や
成

長
優
良
品
種
の
植
栽
に
よ
る
下
刈
の
省
力
化
等

の
試
験
・
検
証
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
林
業
の

「
知
り
た
い
、
見
た
い
、
気
付
き
た
い
」

に
応
え
る

　

地
域
林
業
の
活
性
化
と
技
術
力
向
上
を
推
進

す
る
た
め
、
林
業
関
係
者
を
対
象
に
様
々
な
検

討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  
路
網
検
討
会
で
は
、
路
網
作
設
方
法
の
み
な

ら
ず
、
木
材
搬
出
後
に
お
け
る
路
網
の
水
管
理

や
路
体
維
持
に
効
果
的
な
後
処
理
方
法
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

採
材
検
討
会
で
は
、
素
材
生
産
業
、
製
材
業
、

流
通
業
、
チ
ッ
プ
業
、
森
林
組
合
、
県
・
市
町

村
等
林
務
関
係
職
員
等
の
関
係
者
が
参
加
し
、

需
要
者
が
求
め
る
材
長
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

採
材
方
法
の
意
見
交
換
、
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
組
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
過
去

の
検
討
会
参
加
者
に
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
等
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
事

業
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
前

回
と
比
較
し
て
役
立
度
、
満
足
度
が
３
割
ア
ッ

プ
す
る
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
参
加

者
の「
知
り
た
い
、見
た
い
、気
付
き
た
い
」に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全
の
推
進

　

国
の
天
然
記
念
物
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
と

い
う
蝶
な
ど
の
貴
重
な
種
の
保
存
を
図
る
た

め
、「
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
郷
を
守
る
会
」

や
有
識
者
等
と
連
携
し
た
保
護
・
管
理
活
動
の

実
施
や
、
次
代
を
担
う
小
学
生
を
対
象
と
し
た

観
察
会
、
地
元
自
治
体
と
共
催
し
た
地
域
の
絶

滅
危
惧
種
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
多
様
な
森
林
へ
の

誘
導
を
推
進
す
る
た
め
、
保
護
樹
帯
や
渓
畔
林

等
の
拡
大
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

し
、
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
地
域
の
生
物
多
様

性
の
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
林
業
生
産
を
推
進

す
る
取
組
を
始
め
ま
す
。
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